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 東日本大震災を経験して感じた「萬画
ま ん が

の力」 

  

 

株式会社街づくりまんぼう 

代表取締役社長 木村 仁 

 

 

１．マンガを活かしたまちづくり 

石巻市は宮城県の北東部、東北地方最大の河川・

北上川の河口部に位置し、古くから舟運、海運によ

る交通の要衝であったことから商業集積地として栄

え、近年においても漁業、水産業、造船業、商業等

を軸に仙台市に次ぐ宮城県第二の都市として賑わい

をみせていました。しかし、モータリゼ―ションの

進展に対する中心部の道路や駐車場等の立ち遅れ、

郊外型大型店舗の進出による市街地の空洞化、また

核家族や少子高齢化による定住人口の減少等により

中心市街地の存続が危ぶまれるようになりました。 

このような状況の中、平成 7 年７月に宮城県出身

の漫画家・石ノ森章太郎先生が石巻を訪れ、当時の

市長と会談する機会があり、元気がなくなってきた

石巻市を再興する起爆剤として、石ノ森先生の全面

協力のもと「マンガを活かしたまちづくり」の話が

浮上しました。石ノ森先生は県北の中田町（現・登

米市）出身で、学生時代に映画を観るために自転車

で片道数時間かけてよく石巻に来ていたそうです。

しかし数十年ぶりに来た石巻の街には当時の活気あ

ふれる様子はなく、寂しい姿に変わっていたことを

残念に思い、自分のマンガで街を元気にできないか

と申し出てくれたのです。 

それはとてもありがたい提案ですが、新たな取り

組みを行うには市民の合意形成が不可欠で、さらに

お金もかかります。当時の石巻市においては、まず

衰退した基幹産業にテコ入れすべきという意見が大

半を占め、産業の衰退、人口減少によって税収も減

る中で「マンガでまちおこし」という新たな施策に

踏み出す余裕はなかったというのが現実でした。 

しかし石ノ森先生が全面的に協力をしてくれる、

さらに石ノ森先生が代表を務めるストーリー漫画家

の親睦団体「マンガジャパン」に所属する漫画家の

先生方（ちばてつや、水島新司、矢口高雄、里中満

智子、モンキー・パンチ、やなせたかし先生ほか多

数の先生方）が石巻のまちおこしに協力をしてくれ

るというのだから、これを逃したら石巻が元気にな

れる機会はないんじゃないか、このチャンスを何と

かものにしようと有志が立ち上がり市民運動を始め

ました。しかし、そう簡単に市民の理解は得られま

せんでした。現在でこそ全国各地でマンガやアニメ

を活用した様々な地域活性化事業が行われ、実際に

効果を出している地域もありますが、今から 26 年前

は「マンガでまちおこし」というコンセプトはほと

んど理解もされず、「マンガなんかでまちおこしがで

きるものか」、「税金の無駄使い！」などと罵声を浴

びせられたり、活動を妨害されたりすることもあり

ました。それでも、「マンガを活かしたまちづくり」

の可能性を信じ、仲間の輪を広げ、賛同者を増やす

ために様々な活動を行いました。 

このような活動をしていた時に意識していたのが

「マンガ的発想」です。これはマンガの活動の中で

生まれた造語で、「先入観や固定観念にとらわれない

自由な発想」という意味です。実際には起こらない

ことや絶対にできないことでも、マンガの中ではい

とも簡単にできてしまいます。言わばマンガは「何

でもアリ」の世界なのです。このような何でもアリ

の自由な発想で面白いことをやっていくことが大切

であり、それこそが「マンガを活かしたまちづく

り」に通ずるものだと考え、市民自ら参加するマン

ガ仮装イベント、中心市街地２km にも及ぶ日本一長

いテープカット、子供たちからマンガを使った商品
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化のアイディアを募集し優秀なものを本当に商品化

するコンテスト、また現在では考えられないような

豪華さなのですが、街中の空き店舗を使った石ノ森

章太郎、ちばてつや、里中満智子、モンキー・パン

チ、矢口高雄の合同原画展など、市民と一緒に知恵

を出し、汗をかいてウェ―ブを起こしてきました。 

このような活動が実を結び、平成 9 年 3 月に石巻

市が「石巻マンガランド基本構想」を策定し、夢の

実現に向けてさらに進み始めました。その後も様々

な取り組みを行いながら賛同者を増やし、“さざ波”

だったマンガの活動は着実に広がり“大きなうね

り”へと変わっていきました。 

平成 11 年 7 月に石巻マンガロードに「サイボーグ

009」像が完成、平成 12 年に「田代島 MANGA あいラ

ンド」がオープン、そして平成 13 年 7 月 23 日に念

願の石ノ森萬画館が完成し、マンガの活動の拠点と

して動き出しました。無理だと思われていた“夢”

が叶った瞬間でした。石巻の「マンガを活かしたま

ちづくり」は、まちを元気にしたいと想う人たちの

熱意と、マンガの可能性を信じて活動してきた人た

ちの汗が原点にあります。 

 

２．まち全体がマンガのミュージアム 

石ノ森萬画館は 3 階建てで、1 階には総合案内、

グッズショップ、トキワ荘紹介コーナーなどがあり

ます。スロープを進むと映像ホールがあり、萬画館

でしか観ることのできない映像作品「シージェッタ

ー海斗特別編」、「龍神沼」、「消えた赤ずきんちゃ

ん」を上映しています。さらにスロープを上って 2

階にいくと常設展示室と企画展示室に辿り着きます。

常設展示室ではサイボーグ 009 や仮面ライダー、人

造人間キカイダーなどの代表作が立体的に展示され

ている他、貴重な原画も展示してあり、石ノ森ワー

ルドを存分に味わうことができます。企画展示室で

は年に 4～5 回程度の特別展を開催しており、石ノ森

作品に限らず人気のマンガやアニメの展示を観るこ

とができます。3 階は 6,000 冊の漫画本と 300 本の

映像を自由に観ることができるライブラリー、マン

ガに関する創作体験ができるマンガ工房、カフェに

なっています。萬画館は今年（2021 年）7 月に開館

20 周年を迎えました。これまでに年間約 20 万人、

開館以来約 356 万人もの方々に来場いただいており、

石巻の賑わい創出に大きな貢献を果たしています。 

 

 

写真 1  石ノ森萬画館の外観 

 

萬画館に来ると目を引くのが特徴的な外観です

（写真 1）。宇宙船をイメージした球体をしています

が、これは石ノ森先生がデザインしてくれたもので、

石ノ森先生がキャラクターたちと宇宙船に乗ってや

って来て「マンガッタン」に着陸し、石巻を元気に

するためにキャラクターたちが街中に散らばってい

くというストーリーを描きました。この「マンガッ

タン」という名称も石ノ森先生が名付けてくれまし

た。石ノ森先生が石巻を一望できる日和山から萬画

館が立つ中州を見た時にニューヨークのマンハッタ

ン島に形が似ていると言って、以来この中州を「マ

ンガッタン」と呼ぶようになったのです。 

萬画館のロゴに英字が併記されていますが、よく

見ると「ISHINOMAKI MANGATTAN MUSEUM」と書かれて

います。石ノ森萬画館を日本語に直訳すると

「ISHINOMORI MANGA MUSEUM」になるのですが、あえ

てこのような英字表記をしているのには理由があり

ます。それは「石ノ森萬画館だけがミュージアム」

ではなくて「まち全体がマンガのミュージアム」と

いう考えからこのような表記にしています。 
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写真 2  仙石線マンガッタンライナー 

 

 

写真 3  マンガロードのブロンズ像 

 

仙台駅から石ノ森キャラクターがラッピングされ

た列車「仙石線マンガッタンライナー」（写真 2）に

乗って来ると「石巻駅マンガステーション」に到着。

駅舎には所狭しと石ノ森キャラクターが装飾され、

改札近くではサイボーグ 009 と仮面ライダーが出迎

えます。駅を出てからは石巻マンガロードを通って

石ノ森萬画館へ。マンガロードには、石ノ森キャラ

クターのフラッグや等身大モニュメント、ブロンズ

像（写真 3）、漫画家ギャラリー、ロボコンのマンホ

ール等が設置されており、楽しみながら散策できる

ようになっています。また萬画館のみならず、市街

地各地でマンガのイベントが開催されるなど「マン

ガのまち」として大いに賑わいを見せていました。 

 

３．東日本大震災 

石ノ森萬画館を中心に行ってきた石巻の「マンガ

を活かしたまちづくり」は順調に進み、全国的にも

成功事例として知られるようになってきましたが、

開館から 10 年を迎えようとしていた平成 23 年 3 月

11 日、あの東日本大震災に見舞われました。 

地震が発生した時に私は石巻魚市場近くの食堂の

2 階で昼食をとっていて、突然激しい揺れを感じま

した。2 日前にも大きな地震があって無事だったの

でまた大丈夫だろうと軽く考えていましたが、収ま

るどころかドンドン揺れが激しくなり、「これはただ

事ではない！」と思い机の下に潜って床に這いつく

ばっていると、目の前の床がヒビ割れ、階下に落ち

るんじゃないかと命の危険を感じました。しばらく

の間必死に耐え、揺れが収まるとすぐに外へ飛び出

して避難しました。 

 萬画館にいるお客様とスタッフが心配で、すぐに

電話をしましたがつながりません。急いで自分の車

で萬画館に戻ると、お客様と職員が避難した後で職

員 1 人が残っていました。ホッとしたのも束の間、

目の前を流れる北上川の水位が今まで見たことのな

いくらい下がっていたのに気づき、瞬時に「津波が

来る！」と思いました。残っていた職員と「津波来

るから早く逃げるぞ！」、「鍵をかけたらすぐに行き

ます。先に行って下さい！」、「わかった、すぐに来

いよ！」、「はい！」といった会話をして、私は車で

高台の日和山へ向かいました。すると街中が渋滞し

ていたので、私は咄嗟に方向転換して川岸の道を通

っていきました。河口からはすでに巨大な津波が向

かってきているのが見え、無我夢中でアクセルを踏

みました。坂道を登り始めると、すぐさま津波が押
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し寄せてきましたが、間一髪のところで助かった･･･。

地震から約 50 分後のことでした。 

 日和山から萬画館が建つ中瀬を見下ろすと、すで

に中瀬は津波に飲み込まれ、萬画館だけがポッカリ

と浮かんでいるように見えました。そして船や建物、

おびただしい数の瓦礫等が次々と萬画館にぶつかっ

ていきます。市街地に目をやると、かなりの高さの

浸水に見舞われていました。残った職員がどうなっ

ているのか…。何度もメールと電話をしましたが応

答がなく、夕方になってやっとメールが返ってきま

した。「大丈夫です。約 40 人の避難者と萬画館にい

ます」。言葉にならないほどの嬉しさと安堵感が込み

上げてきたのを今でも覚えています。 

残った職員は避難せずに萬画館に残っていました。

津波が来るといってもこんな大きい津波が来るとは

思わず、津波の様子を撮影したり地震で落ちたもの

の片付けをしようとしたりしていたところ、「ゴオー

ーッ」という地鳴りのような音とともに瓦礫がガラ

スを突き破り濁流が館内に押し寄せてきたのです。

慌ててスロープを駆け上がり 3 階のベランダへ出た

ところ、近くの内海橋に取り残された人たち約 20 人

を発見。一旦津波が引いたタイミングで萬画館に誘

導しました。その後、次々と押し寄せる津波に流さ

れてきた人たち約 20 人を萬画館へ誘導し、約 40 人

で避難生活を送りました。全員が自衛隊に救助され

たのは震災から 5 日目のことで、それまでの間、萬

画館の喫茶店にあった僅かな食料をみんなで分け合

い、食いつないでいたのです。 

 震災から 3 日後にやっと水が引いたので、私は瓦

礫や船の上を通って萬画館へ行きました。その景色

は写真で見たことがある「戦後の焼け野原」を連想

させるものでした。割れたガラス扉から館内に入る

と瓦礫が散乱し、床は汚泥で覆われ、中 2 階の映像

ホールにまで浸水した跡が残っていました。水面か

ら 6 メートルの高さです。石ノ森先生の原画が心配

で恐る恐る収蔵庫に入ったところ、浸水はおろか 1

枚の原画も落下することなく無事でした。石ノ森先

生が守ってくれたのだと思いました。 

 それからは職員や家族の安否確認に奔走し、1 週

間ほどで全員の無事を確認。これだけ多くの犠牲を

出した大災害にも関わらず、職員とその家族全員が

無事だったことは奇跡的なことで、本当に運が良か

ったと思います。 

 3 月 20 日頃から徐々にスタッフが集まりだし、萬

画館を埋め尽くしている瓦礫や汚泥の撤去を始めま

した。自宅が被災しているにも関わらず萬画館の片

付けをするために職員たちが集まり、先の見えない

不安の中、途方もない撤去作業をみんなで力を合わ

せて黙々と行いました（写真 4）。 

 

 

写真 4  瓦礫の撤去作業（2011.3.27.） 

 

 そんな中、3 月 31 日に職員を集めました。萬画館

の運営ができない現状では、雇用を継続することは

出来ないので、断腸の思いで全員に解雇を言い渡し

ました。でも、みんなは笑顔で頷いてくれました。

解雇になったにも関わらず、次の日も、その次の日、

そのまた次の日も、みんな片付けにやってくるんで

す。私は絶対に萬画館を再開させ、またみんなでや

り直すと心に誓いました。 

撤去作業に明け暮れる中、4 月中旬には瓦礫や汚

泥がだいぶ片付いてきて途方もない作業に灯りが見

え始めた頃、みんなで話し合い、毎年ゴールデンウ

ィークに開催していた「春のマンガッタン祭り」を
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開催することにしました。あの当時は被災者の多く

は避難所で生活をしており、子どもたちも不憫な生

活を強いられていました。大人たちは復旧作業に追

われて忙しく、車も流されていて子どもたちはどこ

にも連れて行ってもらえない。せめて子どもの日く

らいは近くで元気に遊べる場所を作りたい、そんな

想いで 5 月 5 日だけイベントを開催したところ、予

想をはるかに上回る 6,000 人も集まり、たくさんの

人たちの笑顔を見ることができました（写真 5）。元

気を与えるつもりが逆に元気をもらい、いつになる

かわからないけれども萬画館を再開して、またたく

さんの人たちに喜んでもらいたいと思いました。 

 

 

写真 5 春のマンガッタン祭り（2011.5.5.） 

 

４．石ノ森萬画館の再開 

春のマンガッタン祭りが終わり、萬画館を完全に

閉鎖することになりましたが、その後も全国各地の

方々から数えきれないほどの激励や萬画館の再開を

望む声や寄付をいただきました。その甲斐あって震

災から 1年後の平成 24 年 3 月に萬画館の再開が承認

され、同年秋に石ノ森萬画館が再開することが決定

しました。正直言って、こんなに早く再開できると

は思ってもいませんでした。というのも現地では未

だ多くの人々が避難所生活を余儀なくされ、被災し

た会社や店舗も再開の見通しが立っていないところ

がほとんどでしたから。そんな中、生活に直結しな

い萬画館が多額の修繕費をかけて再開することを疑

問視する人がいたのも事実で、一部のマスコミから

は再開することを叩かれたりもしました。私自身も

本当にこれで良いのかという気持ちも少なからずあ

りましたが、でも被災地では全ての人たちがそれぞ

れのフィールドや立場で一生懸命できる限りのこと

をしている中で全てが同じように進めることはでき

ない、できるところから再開して、とにかく復興に

向けて全力で頑張ろうと考えました。 

そして平成 24 年 11 月 17 日、石森プロ様やお世話

になった漫画家の先生方をはじめとする大勢の関係

者と 3,000 人を超えるファンの皆様に囲まれて石ノ

森萬画館は華々しく再開を果たすことができました

（写真 6）。 

 

 

写真 6 石ノ森萬画館再開（2012.11.17.） 

 

５．メディアの力 

萬画館が再開して最初の特別企画展は「メディア

の力 マンガの力」というテーマで開催しました。

それは東日本大震災で地元のメディアに助けられ、

その必要性を強く感じたからでした。 

 地震発生から地震や津波の状況や避難情報、安否

情報といった必要な情報をタイムリーにかつ継続的

に伝えたのは「ラジオ石巻」でした。停電と利用集

中で通信網が機能しない中、ラジオ石巻に助けを求
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める SOS メールが続々と届き、それを全力で伝えま

した。津波によって電気の供給が止まっても、放送

基地を変え、予備バッテリーや発電機を使って放送

を行いました。そしてその後も長きにわたって生活

に必要な情報や人々を勇気づける情報を提供しなが

ら被災者に寄り添い励まし続けました。ラジオから

聞こえる生身の声が、どれほど被災者を救ったこと

でしょう。 

 「石巻かほく」は、親会社である河北新報社の協

力により震災からわずか 3日後の 3月 14 日に復刊し

ました。震災の影響によって数週間にわたって戸別

配布ができなかった地域も多かったため、震災の記

録を広く伝えるために、震災発生から 1 カ月分の石

巻かほく紙面を縮小版としてまとめて読者に配布し

ました。また被災者から聞き取りした体験談をまと

めたコラム「私の 3.11」は、震災から 3 カ月が経っ

た 2011 年 6 月から 9カ月にわたって 100 回連載され

ました。 

 「石巻日日新聞」は津波によって輪転機が水没し

新聞の発行ができなくなってしまいましたが、「今、

伝えなければ地域の新聞社の意味がない」という信

念のもと手書きで壁新聞を作って避難所やコンビニ

等に貼り出し、被害の状況や避難所情報、全国から

の支援の様子などを伝えました。この壁新聞は復刊

するまでの 6 日間にわたって続けられました。後に

これらの壁新聞は「6 枚の壁新聞」と呼ばれ世界的

に有名になりました。震災から 6日後の 3月 17 日に

A4 判コピー新聞を発刊。さらに輪転機が動かせるよ

うになって復刊したのは 3 月 19 日でした。復刊第 1

号の 1 面トップ記事の大見出しは「皆でがんばっぺ

な」。石巻弁で“皆でがんばろう”という意味の言葉

です。方言は見出しにはあまりそぐわないと言われ

ていますが、未曽有の震災に耐え抜く市民に前を向

く力、そして社員自らも新聞人として職務を貫く言

葉を意味しており、この言葉に勇気をもらった人は

多かったと思います。 

 未曽有の大災害の状況下で人々を救ったのは、ラ

ジオや新聞といった古くから親しまれてきたメディ

ア、いわゆる「オールドメディア」でした。昨今、

日進月歩の勢いでデジタル化が進み、情報の速さ、

情報量の多さといった優位性からインターネットや

SNS といった「ニューメディア」が普及しています

が、奇しくも震災をきっかけにオールドメディアが

見直されました。なかでも地域に密着した地元メデ

ィアが有する永年蓄積された経験やノウハウからく

る情報力や企画力、ネットワーク力への住民の信頼

は厚く、地域にとってなくてはならない財産である

ことが再認識されました。また震災の時に折れそう

な心をつないだのも、情報を提供するだけではなく

て、人々に寄り添い、勇気づけてくれた地元のメデ

ィアの力でした。 

 

６．萬画（まんが）の力 

震災を経験し「メディアの力」を再認識した一方

で「マンガ」も一つのメディアと捉え、マンガを活

かしたまちづくりを進めている石巻において、何が

できるのか、何をすべきかを考えるようになりまし

た。そこで思いついたのが、マンガの特性である親

しみやすさ、わかりやすさを活かして、震災に関す

るマンガを制作し、この震災の出来事を多くの方に

知ってもらい、いつ来るかわからない次の災害に備

えてもらうおうということです。 

震災では多くの犠牲者が出て、広い範囲にとてつ

もない被害を受けましたが、一言で「震災」と言っ

ても、人数だけのドラマがありました。その全てを

マンガにすることはできませんが、できる限りマン

ガを通して残し伝えようと「石巻からの情報マガジ

ン『マンガッタン』 」を発刊することにしたところ、

これまでのマンガの活動を後押ししくれた漫画家の

先生方や出版社の他、多数の方々が協力をしてくれ

ました（図 1）。 

収録した作品のテーマは多岐にわたっています。

漁師の体験談をもとに震災当日の様子をリアルに紹

介する話、壊滅的な被害を受けて一時は再開をあき 
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図 1  石巻からの情報マガジン「マンガッタン」 

 

らめたがボランティアや周囲の人々に勇気づけられ

て再開した飲食店の話、実際にボランティアに参加

した人の体験談といった実話を漫画化したものや、

震災からの復興をテーマとしたフィクション作品、

もともと石巻に伝えられてきた民話や歴史ものなど

全 61 作品を全てオリジナルで制作し収録しました１）。 

「マンガッタン」の発刊をきっかけに、石巻が歩ん

できた歴史と当時の人々が注いだ情熱や想いをマン

ガで表現したいということになり、石巻市からの依

頼で「マンガで知ろう 石巻史」を発刊することにな

りました。本書では、石巻の繁栄の礎を築いた北上

川改修工事を紹介する「川村孫兵衛伝」、石巻市に実

在する日本最古の木造建築様式の旧石巻ハリストス

正教会教会堂を紹介する「十字架は見てきた」等全

6 作品のマンガの他、残されている地名から石巻の

魅力を考察するコーナーも収録しました。 

 

図 2  石巻カレー全集 

 

さらには地元の飲食店が考案したレトルトカレー

とマンガをコラボして商品化させた「石巻カレー全

集（全 8 巻）」(図 2）、地元の醸造所とコラボした

「サイボーグ 009 調味料シリーズ（全 9種類）」を企

画して販売するなど、書籍にとどまらず様々な形で

マンガを活用してきました。 

 東日本大震災から 10 年が経った今年（2021 年）、

震災伝承交流施設「MEET 門脇」で上映する映像を制

作しました。震災当時に子どもだった方々6 名の体

験談をもとに仙台在住の漫画家・井上きみどり先生

に描き下ろしていただきました。中には親や兄弟が

犠牲になられた方もいて制作するのもとても辛いも

のでした。でも一番辛いのは本人たちのはずで、辛

い思いをしてまでも「伝えたい」という想いがヒシ

ヒシと伝わってくるのです。井上きみどり先生のタ

ッチは柔らく、子ども向けマンガにも見えます。辛

い内容でもタッチを変えることで入り込みやすくで

きるのもマンガの特徴です。また、これらのマンガ

の制作中に声優や音響スタジオの方々が協力をして

くれることになり、出来上がったマンガに声優さん

たちが声を吹き込み、音響スタッフさんが編集して

くれてとても素晴らしい作品に仕上がりました。今

後は動画サイトでの公開や書籍化などの展開もして

いきたいと考えています。 
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７．おわりに 

石ノ森先生は 1989 年「マンガ日本の歴史」の描き

下ろしスタートにあたって、マンガに新たな定義が

必要だと考えて「萬画宣言（まんがせんげん）」を発

表し、自らの職業を「萬画家（まんがか）」と称しま

した。一昔前は「マンガは娯楽でしかない」と言わ

れていましたが、石ノ森先生は「萬画宣言」の中で

「マンガはあらゆる事物を表現できるすぐれたメデ

ィアである」とし、マンガの中で様々な先鋭的な表

現方法を試し、幅広いジャンル（ヒーロー、SF、ギ

ャグ、時代、歴史、少女、アダルト、ファンタジー、

絵本など）を手掛けて数多くの作品を世に送り出し

てきました。生誕 70 周年を迎えた 2006 年に角川書

店から刊行が開始された「石ノ森章太郎萬画大全

集」は全 500 冊で 770 作品、総ページ数 12 万 8 千ペ

ージという他に類を見ない規模で、2008 年に「一人

の著者が描いたコミックの出版作品数が世界で最も

多い」としてギネス世界記録に認定され、まさに自

らが提唱した「萬画宣言」を、身をもって実践され

たと言えます。 

石ノ森萬画館ができる前の市民運動をしていた頃、

「マンガの可能性」を市民に理解してもらおうと活

動をしていました。あれから 26 年。萬画館がオープ

ンし、震災を乗り越えてきましたが、まだまだマン

ガを活かしきれているとは言えません。 

マンガを活かしたまちづくりは、「まちを元気にし

たいと想う人たちの熱意と、マンガの可能性を信じ

て活動してきた人たちの汗が原点」にあります。 

私たちは、変わらぬ熱い想いとこれまでの経験を

活かすとともに、石ノ森先生が提唱した「萬画宣

言」の精神を受け継ぎ、これからもマンガの可能性

を広げ、石巻を元気にするために知恵を出し、汗を

かいて新しいことにチャレンジしていきたいと思っ

ています。 

 

 

 

 

補注 

1） 「マンガッタン」は、石巻市内の小中学校や図書館等の

公共施設に設置している他、石ノ森萬画館にて販売して

いますが、現在は KADOKAWA が運営する web サイト「コ

ミックウォーカー」にアップされており、無償で読むこ

とができるようになっています。コミックウォーカー

【マンガッタン・デジタル】 

https://comic-walker.com/mangattan-digital/ 


